
 

 

 

 

１．趣旨 

・自然の中での共同生活を通して豊かな感性、自主性、協調性を育む機会とする。 

・本の読み聞かせや読書活動を通して、読書の面白さや楽しさを感じ、進んで読書をしようとする

態度を養う。 

 

２．事業の概要 

(1)期  日  令和 3 年７月９日（土）～１０日（日） 一泊二日 

(2)参加者  ３４名 

(3)日  程 

１日目 ２日目 

１０：３０ 受付（ロビー） 

１１：００ 開会式 アイスブレイキング 

１２：００ 昼食 

１３：３０ 自然から探そう 

１４：２０ 自然の中で遊ぼう(幼児期の運動プログラム) 

１５：４０ 沢遊び 

１８：００ 夕食 

１９：００ 絵本読み聞かせ  

７：２０ 朝食 

９：３０ 作って食べよう（ピザ作り） 

       自分に合った読書をしよう 

１３：１０ 閉会式 

１３：３０ 解散 

 

3．企画運営のポイント 

  ・事業冒頭で、子どもたちに期間中に達成する目標を立てさせ、プログラムの随所で改めて確認できように、ボランテ 

ィアから子どもたちに声掛けをする。 

  ・児童一人一人が自分の力を発揮できるよう、学年や性別等に偏りがないように班編成する。 

  ・ボランティアの研修及び資質の向上を図るために、各班にボランティア一人を所属としたり、全体を俯瞰して見る役

割のボランティアを設けたりする。 

 

4．参加者の声（保護者アンケート）と活動の様子（抜粋） 

・ボランティアの学生さん方との関わりがとても楽しかった話をしてくれました。持ち物をリュックにパンパンに入れてしまっ

たので、出し入れなど困ってないかなーと心配したのですが、困らなかったと話してくれたので、きっとスタッフの皆さんや

グループのお友達が助けてくれたのだろうと察します。 

・川遊びでいろいろな生き物が見つけられて楽しかった。ジュースがいろんな味が飲めて嬉しかった。ピザ作り楽しかっ

た！家で作ってあげる！とのこと。 

・とても楽しかったと帰ってきました。帰りの車の中で、別れが悲しいと大泣きしている姿を見て、とても充実した良い経

験ができたなと確信しました。こういった機会があれば是非参加したいと強く思いました。 

・子供は、帰ってきてからピザ作りと自然体験が楽しかったと言っていました。制作したマジックの紙と花火うちわをすごく

嬉しそうに見せてくれました。誰も知らない人の中で過ごすことが今回初めてで、子供も前日は不安になってきたと言

っていましたが帰ってきてからは「みんなと友達になれた」と話していました。その姿にすごく成長を感じたのと、普段は

 

令和４年７月９日（土）～１０日（日） 
【対 象】小学校１・２年生 
【場  所】国立信州高遠青少年自然の家 



気づけない子供の可能性を知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．成果と課題 

(1)保護者アンケート結果 事後アンケート回収２７名（回収率７９％） 

 

 

 

 

 

(2)成果と課題 

 ○「私が○○○をやるよ。」「・・・をお願い。」といった声が聞かれたように、班の友達とコミュニケーションを取りながら、 

初めてのことに挑戦したり、自分たちで役割分担をしたりする姿が見られ、自主性・協調性を育むことができた。 

  ○絵本専門士の方に講師をしていただくことで、絵本の面白さや工作の魅力を伝えることができた。「知らない本だっ 

たけど、面白かった。」「（工作で）作ったものをおうちの人に見せたい。」という話しを子どもたちはしていた。 

●ピザ作りは予想以上に子どもたちがこだわって調理し、また、ピザ窯も数が少なかったため、時間がかかってしまい、 

その後の活動にも支障が出てしまった。どの場面を子どもたちにこだわりをもたせるのかの検討や、ボランティアとの 

情報共有が必要である。 

●それぞれの力や個性を発揮したり、より深いコミュニケーションを取ったりすることができるように、班の人数を少なくし、

タイニーキャンプ全体を通して 

満 足 ：２６名  ９ ６ ％  

やや満足：１名    １％ 

やや不満：0 名    ０％ 

やや不満：0 名    ０％ 

【活動②】 絵本読み聞かせ 

 

【活動③】 作って食べよう ～ピザ作り～ 

 

【活動①】 自然から探そう 自然の中で遊ぼう 

 

 



班付きのボランティアを各班に一人としたが、トイレや体調不良者への対応で班にボランティアが不在となり、子ど

ももボランティアも不安を感じる時が見られた。全体を見るボランティアの補助の仕方を確認したり、班のボランティ

アを複数とする体制を取るなど、見直したい。 


